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“ boys outperform girls on high school 
science and maths scores because of 
genetic difference

-Lawrence H. Summers 
Harvard University President, 2005 

A Myth





ノーベル物理学賞とノーベル化学賞を受賞

Poland



U.K. —>U.S.A.



Germany —> U.S.A.



Germany —> U.S.A.



Japan —> France —> Japan



HISTORICAL BACKGROUND
➤ Japan … 1830年頃には急速に増加した寺子屋（江戸時代から続いた）で　

実質的教育　が行われた.　読み書きそろばん　　など.  (菅野則子　1994)  

➤ 尋常小学校が設立され、国民の就学率が高まっていった.

斉藤 泰雄 2012



HISTORICAL BACKGROUND

➤ 表２：戦後GHQにより調査が要

請された全国の 15 歳~ 64 歳の

成人男女約 17,000 人を対象にし

た無作為抽出 識字率調査。1948

年（昭和23年）実施。 斉藤 泰雄 2012

cf. 西南の役 1877

滋賀県：京都に近く、通商、交通
の要 所 ( 近江商人の本拠 )



HISTORICAL BACKGROUND
➤ U.S.A. … ‘Natural philosophy’ had 

been a subject for girls in 19th century.   
By early 20th century, physics for boy’s 
subject.(Joanna Behrman 2022) 

➤ “In 1830’s and 1840s, 84% of 
academies offered natural philosophy. “ 

➤ “ As Tolley’s comparison of 
competitive examination at 19 Boston 
schools in 1845 revealed, not only were 
female students taking the natural 
philosophy examinations in greater 
numbers than male students, but they 
were also outscoring the boys. “ 

➤ Joanna Behrman 2022



GENDER GAP - MATH SCORES RELATIONSHIP WITH GENDER-EQUAL SOCIETY

➤ Analysis of PISA 
results suggests that 
the gender gap in math 
scores disappears in 
countries with a more 
gender-equal culture.  

➤ PISA: 義務教育修了段

階（15歳）において、
これまでに身に付けて
きた知識や技能を、実
生活の様々な場面で直
面する課題にどの程度
活用できるかを測る。 Guiso et al. 2008



READING SKILLS -GIRLS OUTSCORE BOYS IN ALL COUNTRIES

➤ Reading performance, for PISA, measures the capacity to understand, use and reflect on written texts in order 
to achieve goals, develop knowledge and potential, and participate in society. The mean score is the measure.



MATH PERFORMANCE 

➤ Mathematical performance, for PISA, measures the mathematical literacy of a 15 year-old to formulate, employ and interpret mathematics in a variety of contexts to 
describe, predict and explain phenomena, recognising the role that mathematics plays in the world. The mean score is the measure. A mathematically literate student 
recognises the role that mathematics plays in the world in order to make well-founded judgments and decisions needed by constructive, engaged and reflective citizens.



SCIENCE PERFORMANCE

➤ Scientific performance, for PISA, measures the scientific literacy of a 15 year-old in the use of scientific knowledge to identify 
questions, acquire new knowledge, explain scientific phenomena, and draw evidence-based conclusions about science-related 
issues. The mean score is the measure.



大学での物理教育現場から
➤ 鹿児島大学の場合、物理科学科、
または物理・宇宙プログラムの女
子の割合は１割以上３割以下程度 

➤ 鹿児島大学に限らず、私が教育に
関わった大学（カリフォルニア工
科大学、ハワイ大学ヒロ校を含
む）において、物理課程におい
て、女性に学習困難があるという
事実は確認できない。 

➤ 同僚の教員や他大学の共同研究者
も全く同じ見解を持っている 

➤ むしろモティベーションを持って
いるかどうかで決まる

当日共有します



大学での物理・理工学教育現場から
➤ 女子の大学院（博士課程前
期）進学の割合は、進学者
全体のうち、物理・宇宙は
１割以上３割未満で推移 

➤ 理工学研究科全体で見る
と、ゼロだった年を除き
５％から２５％で推移

当日共有します



大学での理工学教育現場から
➤ 理工学系全体で見て、女子
の博士後期課程への進学率
は大きくばらつきがある。
（０から１００％の年まで
あった）

当日共有します



INVESTIGATION IN ASTRONOMICAL SOCIETY OF JAPAN 

Bamba et al. slides presented in 2019 

published in 2021 (天文月報)



INVESTIGATION IN ASTRONOMICAL SOCIETY OF JAPAN 

Bamba et al. slides presented in 2019 

published in 2021 (天文月報)



上野千鶴子さんによる東京大学　入学式祝辞 (2019)

➤ 不正入試問題に関連して： 

➤ 文科省が全国81の医科大・医学部の全数調査を実施したところ、女子学
生の入りにくさ、すなわち女子学生の合格率に対する男子学生の合格率
は平均1.2倍と出ました。問題の東医大は1.29、最高が順天堂大の1.67、

上位には昭和大、日本大、慶応大などの私学が並んでいます。1.0よりも
低い、すなわち女子学生の方が入りやすい大学には鳥取大、島根大、徳
島大、弘前大などの地方国立大医学部が並んでいます。 

➤ 全国医学部調査結果を公表した文科省の担当者が、こんなコメントを述
べています。「男子優位の学部、学科は他に見当たらず、理工系も文系
も女子が優位な場合が多い」。ということは、医学部を除く他学部で
は、女子の入りにくさは1以下であること、医学部が1を越えていること
には、なんらかの説明が要ることを意味します。



➤ 事実、各種のデータが女子受験生の偏差値の方が男子受験生より高いことを証明しています。 

➤ まず第1に女子学生は浪人を避けるために余裕を持って受験先を決める傾向があります。 

➤ 第2に東京大学入学者の女性比率は長期にわたって「2割の壁」を越えません。今年度に至って
は18.1％と前年度を下回りました。統計的には偏差値の正規分布に男女差はありませんから、
男子学生以上に優秀な女子学生が東大を受験していることになります。 

➤ 第3に、4年制大学進学率そのものに性別によるギャップがあります。2016年度の学校基本調
査によれば4年制大学進学率は男子55.6％、女子48.2％と7ポイントもの差があります。この差
は成績の差ではありません。「息子は大学まで、娘は短大まで」でよいと考える親の性差別の
結果です。 

➤ ノーベル平和賞受賞者のマララ・ユスフザイさんが日本を訪れて「女子教育」の必要性を訴え
ました。「どうせ女の子だし」「しょせん女の子だから」と水をかけ、足を引っ張ることを、
aspirationのcooling downすなわち意欲の冷却効果と言います。マララさんのお父さんは、
「どうやって娘を育てたか」と訊かれて、「娘の翼を折らないようにしてきた」と答えました。
そのとおり、多くの娘たちは、子どもなら誰でも持っている翼を折られてきたのです。



大学での物理・理工学教育現場から
➤ 記事より抜粋 

➤ 『（女性で社会で指導的立場に立
つ人が少なく）身近な手本の少な
さ。将来の職種を想像しにくい』 

➤ 『女子は物理や数学が苦手という
無意識の思い込み』 

➤ 『「女の子が理系で何するの」と
言われ悔しい思いをした』 

➤ 進路指導のときに無意識に女子は文
系、男子は理工系を前提に話しをし
ていたことを気づく高校教員もいる

© 南日本新聞



大学での教育現場から
➤ 女子の方が系統的に成績が
良い 

➤ 物理に限らず、大学で学べ
る分野（法文学、教育学、
理学、工学、医学、歯学、
獣医学、農学、水産学な
ど）において、女子の能力
については、むしろ男子学
生よりも高い

当日共有します



SUMMARY AND FUTURE PROSPECTS
➤ Girls are equally competent in STEM fields 

in schools and universities. 

➤ Girls can make progresses in physics and 
other STEM fields along with boys.  

➤ Education environments of Girls in Japan 
made tremendous progresses over ~140 
years.    

➤ Parents/teachers should refrain from 
cooling down girls’ aspiration to go for 
STEM careers when it comes to choosing 
future professions of their children/
students. 

➤ Recent data clearly show more girls choose 
to learn STEM fields at universities.

2022年12月13日産経新聞

2023年1月7日読売新聞


